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６
月
19
日（
日
）、
池
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
61
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
揖
斐
郡
内
の
消
防
団
か
ら
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
12
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部

11
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
消
防
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

　

優　

勝　
　

揖
斐
川
町
消
防
団
第
４
班

（
揖
斐
分
団
）

　

準
優
勝　
　

揖
斐
川
町
消
防
団
第
３
班

（
大
深
分
団
）

　

３　

位　
　

揖
斐
川
町
消
防
団
第
２
班

（
坂
下
分
団
）

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

　

優　

勝　
　

池
田
町
消
防
団
第
１
班

　

準
優
勝　
　

大
野
町
消
防
団
第
３
班

　

３　

位　
　

大
野
町
消
防
団
第
１
班

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
揖

斐
川
町
消
防
団
第
4
班（
揖
斐
分
団
）
は
、
８

月
７
日（
日
）
に
多
治
見
市
で
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
揖
斐
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
な
ら
で
は
の「
森
の
よ
う
ち
え

ん
」
の
あ
り
方
を
考
え
、
展
開
し
て
い
こ
う

と
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
を
活
用

し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト「
子
ど
も
と
森
の
じ
か

ん
」
が
、
６
月
26
日（
日
）、
谷
汲
緑
地
公
園

の
森
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
は
、
地
域
の
自
然

を
フ
ル
活
用
し
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切

に
す
る
育
児
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
９
０
０
人
の

親
子
が
参
加
。「
大
人
の
手
出
し
・
口
出
し

禁
止
」
な
ど
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
会
場
で
、

木
に
吊
っ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
や
ロ
ー
プ
遊
び
、

廃
材
を
使
っ
た
工
作
、
土
や
虫
い
じ
り
な
ど
、

子
ど
も
自
身
が
工
夫
し
て
思
う
ま
ま
に
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
参
加
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、

町
の「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

６
月
７
日（
火
）、
大
垣
共
立
銀
行
か
ら
揖

斐
川
町
に
ヒ
ノ
キ
の
バ
ラ
ン
ス
レ
ー
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

大
垣
共
立
銀
行
は
、
揖
斐
川
町
と「
恵
み
の

森
林
づ
く
り
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の
贈
呈
は
、
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
た

大
垣
共
立
銀
行
が
地
方
創
生
に
関
係
す
る
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
、
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

記
念
の
品
を
受
け
取
っ
た
宗
宮
町
長
は
、

「
今
回
の
寄
付
を
き
っ
か
け
に
、
地
方
創
生

計
画
の
一
部
で
あ
る
、
子
育
て
支
援
に
よ
り

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
バ
ラ
ン
ス
レ
ー
ル
は
、
揖
斐
川

町
内
の
幼
児
園
等
で
遊
具
と
し
て
使
わ
れ
る

予
定
で
す
。

６
月
1
日（
水
）、
谷
汲
緑
地
公
園
付
近
の

名
礼
谷
沿
い
で
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
黄
色
い
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
北
米
産
で
繁
殖
力

が
極
め
て
強
く
、
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら「
特
定
外
来
生
物
」
に
指

定
さ
れ
、
栽
培
し
た
り
移
動
し
た
り
す
る
こ

と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、「
河
川
工
事
を
考
え
る
会
」
の

会
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、
除
草
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
群
生
し
て
い
た
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
を
根
か
ら
抜
き
取
っ
て
袋
詰
め
に

し
、
焼
却
処
分
に
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
へ

の
積
込
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
同
会
で
は
、

近
く
で
こ
の
花
を
見
か
け
た
ら
駆
除
に
協
力

し
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

▲優勝した揖斐分団の操法

▲木に結んだロープを伝って渡る

▲宗宮町長（中左）と臼井専務取締役（中右）

▲一斉駆除作業に取組む会員たち

森
林
・
環
境
税
を
活
用
し
た

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
体
験

子
ど
も
の
た
め
の

バ
ラ
ン
ス
レ
ー
ル
寄
付

特
定
外
来
生
物
駆
除
作
業

～
河
川
工
事
を
考
え
る
会
～

消
防
技
術
を
競
う

第
61
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
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6
月
17
日（
金
）、
揖
斐
警
察
署
で「
Ｍ
Ｓ

Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
証
」
交
付
式
が
行
わ
れ
、

揖
斐
川
中
、
北
和
中
、
谷
汲
中
の
代
表
生
徒

が「
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
証
」
を
揖
斐
警

察
署
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
は
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
を

中
心
と
し
た
中
学
生
が
、
社
会
参
加
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
同
年
代
の
生
徒
の
お
手
本
と

な
り
、
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

揖
斐
郡
内
で
は
、
6
校
の
中
学
校
が
活
動

に
参
加
し
て
お
り
、
登
校
す
る
生
徒
や
小
学

生
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
運
動
や
、
地
域
の
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
と
な
っ
た
生
徒
は
、

「
あ
い
さ
つ
運
動
は
、
普
段
か
ら
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
活
動
を
地
域
に
も
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
中
学
校
と
北
和
中
学
校
で
は
、
揖

斐
高
等
学
校
と
連
携
し
た
中
高
一
貫
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
町
内
の

中
学
校
の
３
年
生
全
員
が
、
揖
斐
高
等
学
校

の
担
当
教
員
に
よ
る
学
習
面
談
を
受
け
ま
し

た
。こ

の
面
談
は
、
西
濃
地
区
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中
学
3
年
生
に
学

習
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

面
談
で
は
、
学
習
方
法
に
つ
い
て
の
話
題

を
中
心
に
、
部
活
動
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
日
常
生
活
の
姿
勢
に
対
し
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

生
徒
は
、
高
等
学
校
進
学
等
の
進
路
を
見

据
え
て
、
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

６
月
９
日（
木
）、
大
和
小
学
校
で
、
た
ん

ぽ
ぽ
班
に
よ
る
連
れ
去
り
防
止
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
連
れ
去
り
防
止
教
室
は
、
岐
阜
県
警

の
幼
児
等
連
れ
去
り
防
止
未
然
防
止
教
育

班
、
通
称「
た
ん
ぽ
ぽ
班
」
が
、
県
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
大
和
小
の
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー

ら
が
見
守
る
中
、
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ

た
時
の
対
処
法
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
3
人

の
児
童
が
実
際
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
、
不
審
者
役
の
大
人
を
相
手
に
、
逃
げ
る

練
習
を
し
ま
し
た
。

教
室
の
後
に
は
、
児
童
の
登
下
校
時
の
安

全
を
見
守
っ
て
い
る
、
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
々
が
紹
介
さ
れ
、
日
頃
の
児
童
の
登
下
校

時
の
姿
に
つ
い
て
の
感
想
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。

７
月
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」
に
併
せ
て
、
７
月
１
日（
金
）、
い
び
プ

ラ
ザ
前
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
、
バ
ロ
ー
揖

斐
川
店
前
の
３
カ
所
で
街
頭
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
揖
斐
川

Ｂ
Ｂ
Ｓ
、
青
少
年
育
成
推
進
員
、
県
立
揖
斐

高
校
の
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
、
揖
斐
川
中
学
校

と
北
和
中
学
校
の
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
、
啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

▲「MSJリーダーズの証」を受け取る生徒ら

▲面談で真剣に話を聞く北和中の生徒

▲不審者から逃げる練習をする児童

▲バロー前でチラシを配る生徒ら

中
学
校
で
学
習
面
談
指
導

大
和
小
で連

れ
去
り
防
止
教
室

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

街
頭
啓
発

「
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
証
」交
付
式

～
中
学
生
が
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
～
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６
月
11
日（
土
）、
全
国
優
良
公
民
館
表
彰

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
島
根
県
玉
湯
公
民

館
主
任
の
池
田
俊
貴
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
域
で
活
躍
す
る
若
者
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
成
人
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

玉
湯
公
民
館
で
は「
た
ま
ゆ
メ
ン
バ
ー
ズ

く
ら
ぶ
」
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
高
校
生
が

公
民
館
活
動
の
中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ

の
経
験
か
ら
、「
高
校
生
が
地
域
の
た
め
に

や
り
た
い
と
い
っ
た
こ
と
に
は
と
こ
と
ん
つ

き
あ
う
」「
高
校
生
が
、
地
域
か
ら
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
大

切
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
演
に
は
公
民
館
関
係
者
等
41
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
話
を
聞

き
、
最
後
に
は
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

を
立
ち
上
げ
る
時
の
留
意
点
や
、
高
校
生
と

の
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
多
く
の
質
問
が

出
て
い
ま
し
た
。

６
月
15
日（
水
）、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
目
指
し
て
行
進
す
る「
国
民
平
和
大

行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
や
沖
縄
か
ら
平

和
へ
の
思
い
を
訴
え
な
が
ら
、
広
島
や
長
崎

を
目
指
す
も
の
で
、
揖
斐
川
町
で
も
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
揖
斐
郡
3
町
と
神
戸
町
で
行
わ

れ
、
揖
斐
川
町
で
は
、
真
教
寺（
三
輪
）
か

ら
役
場
ま
で
を
約
30
人
が
行
進
し
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
6
月
6
日（
月
）
に
揖
斐
郡

平
和
行
進
実
行
委
員
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
非

核
平
和
都
市
宣
言
の
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
、
出

迎
え
ま
し
た
。

富
田
副
町
長
は
、「
揖
斐
川
町
で
も
恒
久

平
和
を
願
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
ペ
ナ
ン

ト
を
行
進
の
代
表
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

６
月
22
日（
水
）、
町
内
の
水
道
業
者
15
社

か
ら
成
る
揖
斐
川
町
水
道
組
合
が
、
町
内
の

消
火
栓
の
ペ
ン
キ
塗
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
水
道
組
合
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
谷
汲
地
域
の
95

基
の
消
火
栓
が
塗
ら
れ
、
色
あ
せ
た
消
火
栓

が
鮮
や
か
な
赤
色
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
組
合
長
の
磯
川
賢
二
さ
ん
は「
町
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
水
を
預
か
る
水
道
組
合
と

し
て
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
水
道
組
合
で
は
、
毎
年
、
配

水
池
の
除
草
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
28
日（
火
）、
谷
汲
中
学
校
で
、
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
選
手
を
招
き
、
全
校
生
徒

73
人
が
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
学
習
は
、
岐
阜
県
の
人
権
啓
発

事
業
の
一
環
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
と

接
す
る
こ
と
で
、障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、

夢
を
持
つ
こ
と
や
、
困
難
に
負
け
ず
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
に
行
わ

れ
ま
し
た
。　

ぎ
ふ
清
流
国
体
に
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム「
岐
阜S

シ
ャ
イ
ン

H
IN
E

」
の
迫
力
あ
る
デ
モ
の
後
、

生
徒
が
実
際
に
試
合
を
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
男
女
学
年
関
係
な
く
声
を
か
け
あ
い
、

真
剣
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

体
験
を
し
た
生
徒
は
、「
障
が
い
が
あ
っ

て
も
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
い
き
い
き
と
活

動
さ
れ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲講演を聞く参加者

▲副町長（中右）と議長（中左）を囲んで歩く皆さん

▲消火栓を心をこめて塗っていく

▲選手を囲んで笑いの絶えないシュート練習

国
民
平
和
大
行
進
が
揖
斐
川
町
に

～
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
～

水
道
組
合
が

町
内
の
消
火
栓
を
鮮
や
か
に

谷
汲
中
で

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験
会

第
１
回 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

成
人
講
座
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平
成
28
月
３
日
１
日（
火
）
に
亡
く
な
ら

れ
た
樋ひ

口ぐ
ち

直な
お

嗣つ
ぐ

さ
ん（
春
日
香
六
）
が
従
五

位
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
へ

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

樋
口
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
春
日
村
に
奉
職

し
、
昭
和
42
年
か
ら
は
春
日
村
教
育
長
と
し

て
13
年
間
、
昭
和
55
年
か
ら
は
春
日
村
収
入

役
を
３
年
間
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年

１
月
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
て
、
春
日
村
長

に
初
当
選
、
以
来
平
成
17
年
１
月
ま
で
６
期

22
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
平
成
15
年
か
ら
２
年
間
は
揖
斐
ふ
れ

あ
い
町
村
合
併
協
議
会
会
長
と
し
て
新
揖
斐

川
町
の
合
併
に
尽
力
し
地
域
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
叙
位
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多

大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

６
月
20
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、
自

衛
官
募
集
事
務
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
、
自
衛
官
募
集
事
務
相
談
員
に
選
ば

れ
た
の
は
、
杉す
ぎ

山や
ま　

登の
ぼ
るさ
ん（
谷
汲
木
曽
屋
）

で
す
。

自
衛
官
募
集
事
務
相
談
員
は
、
相
談
員
の

方
の
好
意
に
基
づ
い
て
、
自
衛
官
志
願
者
に

関
す
る
情
報
の
提
供
、
自
衛
官
募
集
の
広
報

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

委
嘱
を
受
け
て
宗
宮
町
長
は
、「
揖
斐
川

町
の
安
全
の
た
め
に
自
衛
隊
に
は
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
隊

員
の
皆
さ
ん
を
募
集
す
る
の
は
大
切
な
こ
と

だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

６
月
30
日（
木
）、
揖
斐
署
の
高
齢
者
交
通

安
全
指
導
員
の
委
嘱
式
と
研
修
会
が
、
揖
斐

川
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。同
指
導
員
は
、

高
齢
者
ら
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
地
域
の
集
会
な
ど
で
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
す
。
委
嘱
式
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

𣘺
本　

滿
さ
ん（
小
島
）

高
橋　

正
昭
さ
ん（
清
水
）

竹
中　

み
ね
さ
ん（
三
輪
）

小
林　

貞
夫
さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

國
枝　

久
夫
さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

大
久
保　

甚
一
さ
ん（
春
日
香
六
）

藤
田　

宮
子
さ
ん（
春
日
香
六
）

高
橋　

茂
治
さ
ん（
小
津
）　

矢
野　

哲
郎
さ
ん（
三
倉
）

中
野　

郁
子
さ
ん（
西
横
山
）

須
網　

政
人
さ
ん（
坂
内
川
上
）

５
月
28
日（
土
）、
北
方
の
飛
鳥
川
用
水
ト

ン
ネ
ル
出
口
で「
飛
鳥
川
用
水
之
碑
」
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
、
飛
鳥
川
用
水
管
理
委
員
会
の

栗く
り

田た

登の
ぼ
る

委
員
長
、
碑
の
題
字
を
書
い
た
北

和
中
学
校
の
杉す
ぎ

山や
ま

愛い
ぶ

葵き

さ
ん
ら
に
よ
り
除
幕

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
飛
鳥
川
用
水
之
碑
」
は
用
水
の
開

設
か
ら
こ
れ
ま
で
の
95
年
の
歩
み
を
碑
に
刻

ん
だ
も
の
で
、
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

取
り
組
み
、
維
持
し
て
き
た
先
人
の
労
苦
を

忍
び
、
用
水
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

▲ご家族への伝達

▲相談員に委嘱された杉山さん（中央）

▲委嘱された出席者の皆さん

▲先人の思いのつまった飛鳥川用水之碑

自
衛
官
募
集

事
務
相
談
員
委
嘱
式

高
齢
者
交
通
安
全

指
導
員
委
嘱
式

「
飛
鳥
川
用
水
之
碑
」
除
幕

叙
位
（
従
五
位
）
受
章


